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表－１　水面勾配、掃流力整理表
	
	平均水深
	河床勾配
	水面勾配
	摩擦速度
	無次元掃流力

	上流区間
	
	
	
	
	

	下流区間
	
	
	
	
	


　　注）無次元掃流力は0.02～0.05程度、この範囲でない場合はその理由を考察に記述。

表－２　ベンチュリーメーターによる流量

	
	静圧
	動圧
	水位差
	流量

	マノメータの読み
	
	　
	
	


表－３　断面流速の比較
	
	ベンチュリーメータの流量を用いた場合
	鉛直断面流速を用いた場合

	水深
	上流（小判型ピア）
	

	
	下流（丸ピア）
	

	流速
	上流（小判型ピア）
	Ｖ1上：V=Q/A
	Ｖ２上：計測した平均流速

	
	下流（丸ピア）
	Ｖ1下：V=Q/A
	Ｖ２下：計測した平均流速

	フルード数
	上流（小判型ピア）
	Ｆr１上流
	Ｆr２上流

	
	下流（丸ピア）
	Ｆr１下流
	Ｆr２下流


表－４　洗掘深の比較（計測値と算定値）
	小判形ピア
(計測した洗掘深)
	h/ｄ　　
	フルード数
	洗掘深の図表からの算定値

	
	
	Ｆr１上流
	

	
	
	Ｆr２上流
	


　　
	丸ピア
(計測した洗掘深)
	h/ｄ　　
	フルード数
	洗掘深の図表からの算定値

	
	
	Ｆr１下流
	

	
	
	Ｆr２下流
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図－１　洗掘深経時変化図

表－５　洗掘深経時変化計測表

	通水後時間
	河床高(cm)
	通水後時間
	河床高(cm)
	通水後時間
	河床高(cm)
	通水後時間
	河床高(cm)

	
	小判型
	丸ピア
	
	小判型
	丸ピア
	
	小判型
	丸ピア
	
	小判型
	丸ピア

	通水前
	
	
	10分
	
	
	26分
	
	
	42分
	
	

	1分
	
	
	12分
	
	
	28分
	
	
	44分
	
	

	2分
	
	
	14分
	
	
	30分
	
	
	46分
	
	

	3分
	
	
	16分
	
	
	32分
	
	
	48分
	
	

	4分
	
	
	18分
	
	
	34分
	
	
	50分
	
	

	5分
	
	
	20分
	
	
	36分
	
	
	52分
	
	

	6分
	
	
	22分
	
	
	38分
	
	
	54分
	
	

	8分
	
	
	24分
	
	
	40分
	
	
	56分
	
	


表－６　鉛直流速算定表　　　　　　　　　　　図－２　流速分布図

（小判型と丸型の2ケース）


	
	流速（平均値）

	水深(cm)
	1
	

	
	2
	

	
	3
	

	
	4
	

	
	5
	

	
	6
	

	
	7
	

	
	8
	

	
	9
	

	
	10
	

	
	11
	

	平均流速
	


	
	流速（平均値）

	水深(cm)
	1
	

	
	2
	

	
	3
	

	
	4
	

	
	5
	

	
	6
	

	
	7
	

	
	8
	

	
	9
	

	
	10
	

	
	11
	

	平均流速
	


表－７　断面流速分布算定表　　

	水面から
	断面①
	断面②
	断面③
	断面④
	断面⑤
	断面⑥
	断面⑦

	水深(cm)
	1
	　
	　
	
	
	
	
	

	
	2
	　
	　
	
	
	
	
	

	
	3
	　
	　
	
	
	
	
	

	
	4
	　
	　
	
	
	
	
	

	
	5
	　
	　
	
	
	
	
	

	
	6
	　
	　
	
	
	
	
	

	
	7
	　
	　
	
	
	
	
	

	
	8
	　
	　
	
	
	
	
	

	
	9
	　
	　
	
	
	
	
	

	
	10
	　
	　
	
	
	
	
	

	
	11
	　
	　
	
	
	
	
	

	
	12
	　
	　
	
	
	
	
	

	
	平均
	
	
	
	
	
	
	


表－８　断面流量算定表

水深：　　　cm

	
	区分幅　Ｂ
	区分断面積

B×ｈ
	区分流速

Vcm/s
	流量
B×ｈ×V

	断面　①
	7.5
	
	
	

	断面　②
	7.5
	
	
	

	断面　③
	10.0
	
	
	

	断面　④
	10.0
	
	
	

	断面　⑤
	10.0
	
	
	

	断面　⑥
	7.5
	
	
	

	断面　⑦
	7.5
	
	
	

	合計
	60cm
	
	
	



[image: image1.emf]
図－２　洗掘深算定図

　【洗掘状況図】（画は分かりやすく、計測した洗掘深、堆積厚、洗掘幅、堆積幅を示す）
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【洗掘深／橋脚径／水深関係図】


　土木研究所資料





【考察】


既往実験結果を基にした洗掘深の算定値と演習実験の計測値を比較し、洗掘深が異なった場合、洗掘深の差に影響した要因について考察する。


何が異なっていたので算定値と実験での計測値が異なったかを考察する。


（無次元掃流力が0.05以上となった場合は、その原因についても考察する）









































２．下記の橋脚による洗掘深を算出する


　　　河川幅　100ｍ


　　　水深　　　6.0ｍ　


　　　　　　 流量　　1440m3/s


　　　　　　 橋脚径　　2.0m


　　　　　　 河床材料　6mm


　　　　　　 河床材料の比重　2.65





　





３．下記の用語について調べる


摩擦速度


無次元掃流力


動的洗掘と静的洗掘


カルマン渦





100m





5m





2m
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